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成果発表会

日時 12月8日(土) 午後3時30分～5時30分
場所 立正大学 品川キャンパス 11号館1151教室(大崎4-2-16)
参加者数 22人
一般観覧者数 20人
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1.内容
1）チームごとにアイデアを提案

2）審査委員 立正大学准教授 浅岡隆裕（審査委員⾧）
Discover Japan 統括編集⾧ 高橋俊宏
地域ブランディング協会 理事 佐藤真一
(株)ポニーキャニオン エリア・アライアンス部 部⾧ 村多正俊
品川区企画部⾧ 中山武志

3)スケジュール
15:30-15:45 開会挨拶 品川区副区⾧ 桑村正敏

審査員紹介＆参加へ一言エール
15:45-16:55 プレゼンテーション（6グループ・10分ずつ）

各グループプレゼンテーション終了後に審査員より講評
16:55-17:10 プレゼンテーション終了、審査会（4階114A教室）
17:10-17:30 表彰式

審査について一言コメント 審査員全員
オーディエンス賞 最優秀賞 発表＆賞状
総評 浅岡隆裕 審査委員⾧
閉会挨拶 中山武志
（司会・進行 フリーアナウンサー 金井良子）



.

2.プレゼンテーション資料 ※一部抜粋

A-1 nori noriプロジェクト

A-2 シェアサイクルでつなげる品川の「わ」

B-1 PAKU PARK
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2.プレゼンテーション資料 ※一部抜粋

B-2 裏シナ

C-1 キラキラしながわ

C-2 キノココミッション
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審査結果

1.審査項目
審査項目は下記の5つ、5段階で評価

1）新規性
2）独創性
3）将来性
4）実現可能性
5）シティプロモーションへの貢献性

2.審査表（チーム別）

審査員
1

審査員2 審査員3 審査員4 審査員5 合
計

norinori 22 18 22 22 24 108
シェアサイ
クルでつな
げる品川
「わ」

18 22 17 18 19 94

PAKU 
PARK

15 16 16 16 14 77

裏シナ 14 18 17 18 17 84
キラキラ品
川

16 13 18 17 10 74

キノココ
ミッション

15 21 15 17 10 78
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審査結果

3.審査員コメント
Ａ-1 norinori

・ストーリー、説得力のある素晴らしい企画だが、実現可能性に不透明な部分も。
・海苔は品川を代表するコンテンツの一つで発想として面白い。

A-2 シェアサイクルでつなげる品川の「わ」
・現状から課題を導き出してあるべき姿を事業企画としてうまく描けている。

B-1 PAKU PARK
・イベントそのものはファミリー層に受けそうだがこれを日常的な仕組みに

できるとよい。

B-2 裏シナ
・「裏」というキーワードは人に興味関心を抱かせるには最高のキーワード。
・課題はネタがどこまで広げられるか。

B-3 キラキラ品川
・昭和のイメージの中で番組を聞いていると引き込まれる。
・プレゼンテーションも楽しんでいて好ましい。

B-4 キノココミッション
・アプリをどう知らしめ、使用させるか疑問点は多いが夢がある企画。

4.審査員
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地域ブランディング協会
理事
佐藤真一

(株)ポニーキャニオン
エリア・アライアンス部 部⾧
村多正俊
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5.最優秀賞
受賞チーム nori noriプロジェクト
賞品 しながわみやげ（品川オリジナル風呂敷）

しながわ水族館ペアチケット

6.オーディエンス賞
（観覧者の投票により決定）
受賞チーム nori noriプロジェクト
賞品 シナモロールぬいぐるみ

しながわ水族館ペアチケット

7.参加賞
・「Discover SHINAGAWAサポーター」名刺
・山北町足柄茶
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